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韓国では2019年の初発生以降、アフリカ豚熱（ASF）が継続的に確認され

ています。２月４日時点の合計事例は豚で62件、野生イノシシで4330件と

なっています。豚では、今年に入って７件が発生しており、そのうち３件はこ

れまで発生のなかった地域での確認です。また、前回の家保だよりでお知ら

せしたとおり、韓国では口蹄疫も発生しています。 

2月中旬には、アジア諸国で旧正月の大型連休を迎え、来日客の増加が見

込まれます。松山空港を有する中予地域では、特に人の往来が多くなること

が予想されます。 

ASFや口蹄疫の原因ウイルスが農場へ侵入することを防止するため、衛生

対策の徹底・再確認をお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

春節（旧正月）時期の防疫対策の徹底について 

⚫ 飼養衛生管理区域への立入禁止看板を設置 

⚫ 車両は泥除けの内側や車内（ハンドルやドア）まで消毒する 

⚫ 消毒前に泥や糞便などの有機物を落とす 
⚫ 踏み込み消毒槽は汚れたらすぐに交換する 

⚫ 野生動物の侵入対策 

口蹄疫は、主に牛や豚など偶蹄目の動物に感染する、感染力の高い疾病。 

逆性石けんやアルコールが効かない。 
ヨウ素系、塩素系、アルデヒド系の消毒薬や石灰が効果を示す。 

ASFは、豚とイノシシに感染する、 

極めて致死率の高い疾病。 

豚熱（CSF）と名前や症状は似るが 
全く別のウイルスを原因とする。 

ウイルスは長期間にわたって環境中で生存。 

 

東アジアでは日本を除くすべての国でASFの発生が認められています。 

 

 
 

 

 
 

写真：農研機構動物衛生研究部門 

防疫対策の強化のため複数言語で！ 



 

 

 

複数言語での立入禁止看板の例です 

希望される方には看板をお作りしますので気軽に家保にご連絡ください♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜の異状や死亡増加がみられたら直ちに通報をお願いします！ 
 

中予家畜保健衛生所  電話 089-990-1333 

               携帯  090-6282-6129 (夜間・休日) 

 


